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衆
議
院
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員
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昭
君
提
出
牛
由
来
原
料
を
使
用
し
て
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
食
品
（
い
わ
ゆ
る
牛
加
工
食
品
）
の
安
全
性

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
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答
弁
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を
送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
牛
由
来
原
料
を
使
用
し
て
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
食
品
（
い
わ
ゆ
る
牛
加
工
食
品
）
の
安

全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
九
月
二
十
一
日
に
我
が
国
国
内
で
牛
海
綿
状
脳
症
の
牛
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
と
畜
場
等
に
お
い
て

と
さ
つ
し
、
解
体
す
る
す
べ
て
の
牛
に
つ
い
て
牛
海
綿
状
脳
症
の
検
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
生
後
十
二
か
月
以

上
の
牛
の
脳
、
眼
及
び
せ
き
髄
並
び
に
す
べ
て
の
牛
の
回
腸
遠
位
部
（
以
下
「
特
定
危
険
部
位
」
と
い
う
。
）
の
焼
却
を
指

導
す
る
等
の
安
全
確
保
対
策
を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
牛
由
来
原
料
を
使
用
し
て
製
造
又
は
加
工
さ
れ
た
食
品
（
以
下

「
牛
加
工
食
品
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
国
民
の
不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
同
年
十
月
五
日
付
け
食
発
第
二
百

九
十
四
号
厚
生
労
働
省
医
薬
局
食
品
保
健
部
長
通
知
（
以
下
「
本
件
通
知
」
と
い
う
。
）
を
発
出
し
、
食
品
の
製
造
者
及
び

加
工
者
（
以
下
「
製
造
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
牛
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
特
定
危
険
部
位
の
使
用
又
は
混
入
の
有

無
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
特
定
危
険
部
位
の
使
用
又
は
混
入
が
認
め
ら
れ
た
場
合
及
び
特
定
危
険
部
位
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
材
料
の
変
更
、
販
売
の
自
粛
等
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
各
製
造
者
等
が
本
件
通
知
に
基
づ
き
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
当
該
調
査
の
結
果
を

一



集
計
し
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
同
月
十
八
日
に
は
第
一
回
目
の
集
計
を
行
い
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

同
月
十
二
日
ま
で
に
各
保
健
所
に
報
告
が
あ
っ
た
牛
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
製
品
及
び
製
造
者
等
の
名
称
、
特
定
危
険
部
位

の
使
用
又
は
混
入
の
有
無
等
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

各
製
造
者
等
に
よ
る
本
件
通
知
に
基
づ
く
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
月
十
日
付
け
食
監
発
第
二
百
二
十
九
号
厚

生
労
働
省
医
薬
局
食
品
保
健
部
監
視
安
全
課
長
通
知
を
発
出
し
、
所
轄
の
保
健
所
に
対
し
て
、
同
月
十
二
日
ま
で
に
中
間
報

告
を
、
同
月
二
十
四
日
ま
で
に
最
終
報
告
を
行
う
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
通
知
は
同
月
五
日
に
発
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
九
月
十
九
日
に
牛
海
綿
状
脳
症
に
関
す
る
研
究
（
平

成
十
三
年
度
厚
生
科
学
研
究
特
別
研
究
事
業
）
の
研
究
班
会
議
及
び
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
に
係
る
食
肉
安
全
対
策
本

部
会
議
（
当
時
）
を
開
催
し
、
緊
急
対
策
と
し
て
生
後
三
十
か
月
以
上
の
す
べ
て
の
牛
に
つ
い
て
の
牛
海
綿
状
脳
症
の
検
査

の
実
施
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
月
二
十
七
日
に
都
道
府
県
等
の
担
当
課
長
会
議
を
開
催
し
、
と
畜
場
等
に
お
い
て
と
さ

つ
し
、
解
体
し
た
牛
の
特
定
危
険
部
位
は
焼
却
処
分
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
措
置
を

講
じ
た
後
、
さ
ら
に
、
牛
加
工
食
品
に
対
す
る
国
民
の
不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
件
通
知
を
発
出
し
、
牛
加

二



工
食
品
に
つ
い
て
特
定
危
険
部
位
の
使
用
又
は
混
入
の
有
無
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

三


